
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
審
議
に
お
い
て
、
道

の
駅
周
辺
整
備
工
事
費
49
億
円
に

ふ
く
ま
れ
な
い
費
用
も
あ
り
、
事

業
費
は
総
額
50
億
円
を
こ
え
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
削
減

し
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
で

は
対
象
を
75
歳
以
上
に
狭
め
、
有

料
化
に
し
た
こ
と
で
大
幅
に
利
用

者
を
減
ら
し
ま
し
た
。

道
の
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
整

備
費
用
が
ど
ん
ど
ん
増
額
さ
れ
、

必
要
な
市
民
の
た
め
の
事
業
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
こ
の

よ
う
な
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
市

民
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
令
和
５

年
度
決
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

道
の
駅
周
辺
整
備
工
事
費

１
億
９
７
０
０
万
円
追
加

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
さ
ら
に
道
の
駅
周
辺
整

備
工
事
費
用
を
追
加
。

観
光
拠
点
施
設
建
設
費
、
当
初

７
億
６
８
０
０
万
円
か
ら
９
億
２

７
７
３
万
円
へ
１
億
５
９
０
０
万

円
増
額
し
、
新
築
の
農
産
物
直
売

所
の
ポ
ス
レ
ジ
購
入
な
ど
に
３
７

８
４
万
円
を
計
上
。
合
計
で
１
億

９
７
０
０
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

国
民
健
康
保
険
証
の
規
定
を
廃

止
す
る
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正
に
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は

反
対
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
ま

で
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

資
格
確
認
書
に
つ
い
て
は
、
愛

西
市
で
は
、
納
入
状
況
の
管
理
の

た
め
に
も
１
年
更
新
に
な
る
こ
と

が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
（
健
康
保
険
証

が
ひ
も
付
け
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
利
用
者
は
、
カ
ー
ド
が

認
証
さ
れ
な
い
場
合
に
備
え
、

「
資
格
確
認
の
お
知
ら
せ
」
と
い

う
書
類
を
カ
ー
ド
と
い
っ
し
ょ
に

持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第81号 日本共産党の活動と政策を紹介します。 2024年12月
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愛西市委員会

令
和
５
年
度
決
算

『
道
の
駅
』
工
事
費
50
億
円
突
破

一
方
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
削
減

毎年採択してきた陳情を
愛西市議会が不採択！

９月議会の市議会総務文教委員会に、教育施策の充実を求め
る陳情３件が付託され審議されました。これらの陳情は毎年採
択し、意見書案を本会議に提案してきました。しかし、今回は
反対理由もなく、賛成少数で不採択となりました。
総務文教委員である日本共産党のまの和久市議は、「国や県
に対して、教育環境の充実を求め、毎年採択しきてた」として
採択するよう求め、賛成しました。

否決された陳情３件は

○「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度
の堅持及び拡充を求める陳情書」

○「国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書」

○「愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳

情書」

み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

激
励
を
受
け
、
12
日
間
の
選
挙

戦
を
が
ん
ば
り
ぬ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
争
点
は
、
何
と
い
っ

て
も
赤
旗
が
ス
ク
ー
プ
し
た

「
裏
金
問
題
」
。
選
挙
途
中
に

は
「
非
公
認
の
裏
金
候
補
者
に

も
自
民

党
本
部

か
ら
２

千
万
円

の
政
党

交
付
金

が
振
り
込
ま
れ
て
い
た
」
と
ま

た
も
や
赤
旗
が
ス
ク
ー
プ
。

政
党
交
付
金
は
み
な
さ
ん
の

税
金
で
す
。
脱
税
候
補
者
が
、

国
民
の
税
金
で
選
挙
を
し
て
い

る
な
ん
て
許
せ
ま
せ
ん
。

自
民
党
へ
の
怒
り
が
沸
き
起

こ
り
、
街
頭
演
説
の
と
き
も
、

多
く
の
方
が
手
を
振
り
、
激
励

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
金
に
ゆ

が
め
ら
れ
た
政
治
を
し
っ
か
り

真
相
究
明
し
、
正
し
て
い
く
の

は
日
本
共
産
党
で
す
。

愛
知
９
区
候
補

伊
藤
恵
子

衆議院選挙

『裏金問題』で

自公過半数割れに

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
共
産
党
反
対
！

12
月
か
ら
も
健
康
保
険
証
は
使
え
ま
す
！

健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
ま
で
（
最
長
１
年
）
問
題
な
く
使
え

ま
す
。
有
効
期
限
内
に
「
資
格
確
認
書
」
が
届
き
ま
す
。
「
資
格
確

認
書
」
は
健
康
保
険
証
と
変
わ
り
な
く
利
用
で
き
ま
す
。



（
ま
の
和
久
議
員
）

愛
西
市
水
道
の
耐
震
化
は
、
令

和
４
年
度
で
、
基
幹
管
路
２
８
．

３
％
、
管
路
全
体
で
８
．
１
％
で

あ
り
、
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

遅
れ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

（
上
下
水
道
部
長
）

下
水
道
工
事
に
あ
わ
せ
て
水
道

管
の
敷
設
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

公
費
を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
基
幹
管
路
や
管
路
全
体
の
耐

震
化
が
向
上
し
づ
ら
い
。
投
資
で

き
る
財
源
に
も
限
り
が
あ
る
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

財
源
と
し
て
、
国
の
水
道
管
路

耐
震
化
事
業
に
係
る
地
方
財
政
措

置
の
活
用
が
で
き
る
の
で
は
。

（
上
下
水
道
部
長
）

愛
西
市
に
は
適
用
で
き
な
い
。

市
民
の
身
近
な
地
点
に

給
水
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
せ

（
ま
の
和
久
議
員
）

災
害
時
の
県
の
水
道
管
の
給
水

ポ
イ
ン
ト
７
つ
は
、
避
難
所
と
な

る
佐
織
中
学
校
と
八
開
中
学
校
の

周
り
に
集
中
し
て
お
り
、
他
の
地

域
は
１
台
の
給
水
車
頼
り
だ
。

弥
富
市
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

各
地
域
に
置
き
、
給
水
支
援
を
行

う
。
津
島
市
も
耐
震
貯
水
槽
の
整

備
を
始
め
て
い
る
。
愛
西
市
も
小

中
学
校
な
ど
に
耐
震
貯
水
槽
を
整

備
を
す
る
よ
う
求
め
る
。

（
企
画
政
策
部
長
）

飲
料
水
と
し
て
５
０
０
ｍ
ｌ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
１
７
万
８
８
０
本
を
避

難
所
等
施
設
に
備
蓄
し
て
お
り
、

飲
用
水
も
兼
用
す
る
耐
震
貯
水
槽

は
計
画
し
て
い
な
い
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

１
７
万
本
は
多
い
よ
う
に
見
え

る
が
、
飲
用
水
に
限
っ
て
も
市
民

ひ
と
り
一
日
最
低
２
Ｌ
必
要
で
、

市
民
６
万
人
に
対
し
て
１
日
分
も

な
い
。
も
っ
と
真
剣
に
対
策
を
考

え
る
べ
き
だ
。

（
上
下
水
道
部
長
）

給
水
時
に
活
用

で
き
る
簡
易
貯
水

槽
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

学
校
統
廃
合
・

佐
屋
小
校
舎
老
朽
化
対
策

公
募
委
員
集
ま
ら
ず

（
ま
の
和
久
議
員
）

立
田
中
・
佐
屋
中
の
統
合
、
八

開
中
・
佐
織
西
中
の
統
合
、
佐
屋

小
の
老
朽
化
対
策
の
３
つ
の
準
備

員
会
の
公
募
委
員
の
応
募
状
況
は
。

（
教
育
部
長
）

第
２
次
募
集
を
行
っ
て
も
、
12

人
中
８
人
し
か
決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
ま
の
和
久
議
員
）

佐
屋
小
学
校
の
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
教
育
部
長
）

現
在
、
健
全
度
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
老
朽
化
対
策
の
方

向
性
を
今
年
度
内
に
判
断
し

た
い
。

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

佐
屋
北
保
育
園
の
近
く
に
新
居

を
構
え
た
若
い
お
母
さ
ん
は
、
お

兄
ち
ゃ
ん
が
通
っ
て
い
る
佐
屋
中

央
保
育
園
に
申
し
込
ん
だ
が
断
ら

れ
た
。

平
成
30
年
の
３
月
議
会
で
佐
屋

北
保
育
園
の
廃
園
を
決
定
し
た
。

市
は
、
「
近
く
の
佐
屋
中
央
保

育
園
は
定
員
に
十
分
余
裕
が
あ
る
。

保
育
園
の
統
合
、
民
営
化
で
残
る

公
立
保
育
園
に
保
育
士
が
集
中
で

き
、
保
育
士
不
足
は
解
消
さ
れ
る
」

と
統
廃
合
を
進
め
た
。
し
か
し
、

近
く
の
保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
。

起
こ
り
え
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

市
の
子
ど
も
子
育
て
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

（
健
康
子
ど
も
部
長
）

年
度
途
中
に
入
園
の
申
込
み
を

す
る
場
合
、
希
望
す
る
園
に
入
所

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
第
１
希

望
の
園
に
入
れ
な
く
て
も
、
市
内

い
ず
れ
か
の
園
に
は
入
園
可
能
な

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

佐
屋
中
央
保
育
園
の
保
育
士
の

配
置
は
、
途
中
入
園
を
受
け
入
れ

る
保
育
士
の
余
裕
が
あ
る
。
入
園

を
認
め
よ
。

（
健
康
子
ど
も
部
長
）

期
限
後
の
入
所
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
希
望
通
り
に
な
ら
な
い
。

小
学
校
体
育
館
に
も

エ
ア
コ
ン
設
置
を

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

令
和
６
年
度
、
中
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
空
調
施
設
を
設
置

す
る
方
針
で
進
め
て
い
る
が
、

「
小
学
校
の
体
育
館
に
も
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
て
」
の
声
が
届
い
て

い
る
。
小
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

（
教
育
部
長
）

学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
児
童
の
学
校
生

活
や
学
校
開
放
、
有
事
の
際
に
お

け
る
避
難
所
と
し
て
の
利
用
時
に

お
い
て
、
熱
中
症
対
策
な
ど
に
大

き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

国
は
、
令
和
５
年
に
、
気
候
変

動
適
応
法
を
改
正
し
、
災
害
時
の

指
定
避
難
所
で
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
空
調
設
置
を
も
と
め
て
い
る
。

国
か
ら
の
事
務
連
絡
の
と
お
り
、

避
難
所
に
な
る
小
学
校
の
体
育
館

に
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
も
と
め

る
。

（
企
画
政
策
部
長
）

避
難
所
で
の
熱
中
症
対
策
の
一

つ
で
あ
る
空
調
設
備
の
設
置
は
、

そ
の
施
設
の
主
な
機
能
と
し
て
必

要
性
が
あ
る
か
で
検
討
す
る
。
避

難
所
と
し
て
の
機
能
の
み
で
検
討

を
す
る
こ
と
は
な
い
。

永
和
小
学
校
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

（
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
）

永
和
地
区
の
避
難
所
と
な
る
永

和
中
学
校
は
、
改
修
の
計
画
を
進

め
エ
ア
コ
ン
は
設
置
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
永
和
小
学
校
の
体
育
館

へ
設
置
を
求
め
る

（
教
育
部
長
）

あ
く
ま
で
も
永
和
中
学
校
の
改

修
を
優
先
す
る
。
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日
本
共
産
党
市
議
団
の
一
般
質
問

災
害
に
備
え
水
道
管
耐
震
化
・

給
水
ポ
イ
ン
ト
の
充
実
を

まの和久議員

保
育
園
の
廃
園
で
、

保
育
園
に
入
園
で
き
な
い

河合かっぺい議員

今、わたしは、ワクワクしてい

ます。それは比例東海ブロック

で２議席奪還をはたせなかった

悔しさを噛みしめるながらも大

きな確信を手にしたからです。

これまで挑んだ国政選挙で初め

て、自公の過半数割れを実現し、

改憲を発議できない衆議院を誕

生させたこと。しんぶん赤旗が、自民党の組織的犯罪

をあぶり出し、国民の怒りの投票によって国会の風景

を変えたのです。

政治を前に進めるために、夏の参議院選挙で何とし

ても国会に駆け上がる決意です。

参院選 愛知選挙区予定候補

すやま初美さん

１階が浸水した佐屋小学校


